































f意X2J としづ計算には 2告と答えられても、 i100000000X 2J ~こは即答できず、縦書き筆算
を行い、 200000000と答える。また、濃度の学習で「溶液 0.2L中iこ溶質 1molが溶解してい
















徒240名 (1年 119名、 2年理系68名、 3年理系 53名)を対象に調査を行った。調査項目の
設定は、現在の学校[理科Jが自然現象や科学についてどのような措象を措いているのか、そ
の描象が子どもたちにどのような自然観や科学観を形成させているのか、学習方法が岳然観・



































命日本81，OECD93 ② E本 40，OECD49 @ 日本58，OECD67 q) 日本42，OECD67
号 担本8，OECD20 @ 日本90，OECD82 ⑦ 匠本9，OECD17 @ S本 11，OECD30
@、⑦、③の項目で巨本の数{直が非常に低くなっていることは、理科学習が受け身的になり、
現実の現象との関連を開わないまま暗記と操作主義に陥って行く額向と不可分ではないと考
えられる。
4.取り組みの例
以上のように「理科離れ」や操作主義に泊る領向を少しでも克載する取号組みとしては、普
段の理科教育の中で、原理・法見を追試する教材ではなく、現象そのものから出発し岳然の有
り様に触れ、原理・法則の理解を深められる教材を生徒たちに提供すること、そして理科学習
によって現実の世界を見る眼が毅えられるような展開を生み出すことが必要だと考える。こう
した譲点をふまえて私はいろいろな実験学習を試みてきたcカチカチ玉(衝突球入 Antibubble
(空気薄膜に覆われた球状液滴で水中に形成される)、ロウソク火炎、メトロノーム振動子、
二重振り子、ベットボトノレ流水などの実験である。これらの実験を選択するにあたっては、ブ
ラックボックスが少記いシンフ。ノレな系で、ディスカッションによる言意識の深まりが期待できる
ことを意識した。カチカチ玉(蟹突球)は5個の振り子を直列に接触させたもので、単振り子
の組み合わせに過ぎないシンプノレな系で、あるにもかかわらず、その動きは多様で楽しいもので
ある。レスポンスのからくりをめぐってのディスカッションは考えることの楽しさを味わえる。
Antibubbleは容器、水、洗剤とストローだけで出来る美しく不思議な現象であり、何度繰り返
しでも能きない実験である。ロウソク火炎はロウソクが2本以上あればすぐ出来る実験であり、
火炎が同位棺あるいは逆泣棺でシンクロナイズする様子はしばし見入ってしまう。メトロノー
ム振動子はブランコ上に乗せた複数のメトロノームが示す同期現象であるが、昔と動きを楽し
みながらさまざまな実験を工夫できる。いずれの実験においても、生徒たちはディスカッショ
ンを楽しみ実験を工夫し新たな発見をしていくことと並行して、科学の知識を学んでいった。
例えば、カチカチ玉ではエネルギー・運動量・力積・弾性衝突・瞬間など、Antibubbleでは界
面活性荊・界面張力・親水性・疎水性・浮力・圧力・ラプラス圧・電位・粘性・薄膜・ 2分子
膜・濃度・振動数・正弦波・矩形波・ダイラタンシーなど、ロウソク火炎で、は対流・熱拡敢・
熱輯射・;燃焼・ロウ・シャドウグラフ法・屈折率・振動数・イ立棺・同位桔・逆{立棺など、メト
ロノーム振動子では棺互作居・屑期・振動数・位棺・田位棺・逆位棺・作用反作用.t貫性など
がその例である。
5.おわりに
実践の中で私が心がけてきたことは、身の回ちの現象や出来事を科学の眼でとらえること、
異分野の知見や発想、を大胆に取り入れること、科学遊びとディスカッションを楽しむことであ
り、さらにこれらを生徒と共同して行うことである。今後も「理科離れ」や操作主義からの訣
別を百指して地道な科学教育を続けていきたい。
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